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　この時期になると、親は
わが子の進学や進路の事で

頭を悩ませます。特に北海道の場合、養護学校
や高等部・高等支援学校が交通の不便な場所に
多くあり、ほとんどの生徒が自宅から通学でき
ず、寮生活を強いられるからです。
　障がいを持つ子と親の悩みは、その昔、高等
養護学校が狭き門だった頃から、現在のように
場所さえ選ばなければ全員が高等養護学校や養
護学校高等部に進学できるようになった今で
も、変わらない悩みのひとつだと思います。
　このことは、障がい児者が普通の生活をする
上で「障がい」がハードルになっているのでは
なく、取り巻く「環境」が高いハードルになっ
ていることを物語ります。『障がいがあるから』
小学校一年生から親元を離れ、寮生活を求めら
れたりするのです。
　自助・共助・公助は障がい者に

何を求めているのでしょう　
　まだまだ普通に暮らすにはほど遠い障がい児
者に対して『自助』『共助』『公助』という順番
をつけたなら、現実にはどのような答えが待っ
ているのでしょう。
「何とか自分で通えないですか。」（自助）
「親が頑張って送迎しましょう。」（共助）
「養護学校は全道一区なのです。」（公助）

会　長　佐　藤　春　光
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新年こそ希望の年に

賀　正　令和３年元旦

佐 藤　春 光一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会　会長

一般社団法人　北海道手をつなぐ育成会　役員名簿

という結論、つまり、我慢が見えてきます。
　今までと何も変わらないのでしょうか
　「しらおい障がい者と手をつなぐ会」は20年
以上前に『全ての子どもが歩いて通える学校
に！』というスローガンを掲げて白老町の全て
の学校に特別支援学級を作って欲しいという願
いを掲げました。当時は白老町内には一校にし
か特別支援学級がなく、障がい児とそうでない
子どもを持つ親は、兄弟が別々の学校に通わな
ければならなかったのです。その時、違う学校
に通う兄弟や親の心境はどうだったのでしょ
う。いまだに胸が痛みます。
　『公助』こそを基礎に
　今、ことさら『自助』『共助』『公助』の順番
が強調されているように感じます。自助が先に
来る社会は、弱い人に我慢を説きます。育成会
が結成されたのは『障がい者も普通に地域で暮
らせる社会』を願ったからです。その実現のた
めには、まず『公助』がしっかりと基礎に座っ
ていなければいけません。わざわざ声を出さな
くても、障がい者が暮らしやすい社会とは、公
助が充実している社会だと思うのです。
　私たちはコロナ禍にあっても、引き続き、命
を、学ぶ場を、働く場を守り、次の世代のため
に、どんな制度や支えが必要なのか声を束ね、
出し続けていきたいと思います。
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北
海
道
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障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

会
長
　
畑
中
　
三
岐
子

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
さ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
年
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
い
、
い
ま
だ
に
終
息
が
見
通
せ
ま
せ
ん
。
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
私
達
の
生
活
や
社
会
経
済
活
動

に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
国
レ
ベ
ル
の
行
事
は
も
ち
ろ

ん
、
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
事
業
や
行
事
ま
で
も
が

参
加
人
数
等
、
開
催
方
法
の
変
更
や
、
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
な
ど
、
で
き
る
予
防

策
を
取
り
な
が
ら
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ

ま
で
こ
の
生
活
が
続
く
の
か
、現
状
で
は
見
通
せ
ず
、

一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
で
は
、
会
員

の
皆
様
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
く
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
入
院
保
証
や
親
な
き
後

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
新
商
品
の
生
命
保
険
信
託
の
ご
案

内
等
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
会
い
し
て
説

明
す
る
こ
と
が
困
難
な
中
、
新
た
な
時
代
に
合
っ
た

対
策
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
ど
か
し
さ
は
否

め
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
お
陰
様
で
昨
年
も
多
く
の
会
員
の
皆
様

に
ご
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
し
、

本
年
が
会
員
の
皆
様
に
取
り
ま
し
て
、
幸
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
し

ま
す
。第
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会
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育
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長
）

バ
ラ
の
ま
ち
岩
見
沢
に

集
ま
ろ
う

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
並
び
に
育
成
会
活
動
に

対
し
ご
支
援
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

に
も
穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
、
全
道
大
会
北
見
大
会
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
で
中
止
に
な
り
大

変
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
令
和
３
年
７
月
31
日
㈯

～
８
月
１
日
㈰
に
空
知
ブ
ロ
ッ
ク
の
岩
見
沢
市
に
お

い
て
、
第
66
回
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
空
知
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
平
成
23
年
の
深
川
大
会
以

来
10
年
ぶ
り
、
岩
見
沢
市
で
は
昭
和
61
年
以
来
35
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
全
道
各
地
よ
り
育
成
会
の
皆

様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
終
息
が

見
通
せ
な
い
中
で
あ
る
こ
と
や
、
オ
リ
・
パ
ラ
の
開

催
期
間
と
重
な
る
こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

60
年
以
上
に
わ
た
る
大
会
の
歴
史
を
途
切
れ
さ
せ
な

い
た
め
に
も
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
岩
見
沢
大
会
の
テ
ー
マ
『
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
社
会
を
』、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
巻
き
起

こ
そ
う
！
共
生
社
会
の
実
現
を
　
バ
ラ
の
ま
ち
岩
見

沢
か
ら
』を
掲
げ
、障
が
い
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
一
人
が
持
つ
生
命
の
重
さ
に
思
い
を
馳
せ
、
お

互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
あ
え
る「
共
生
社
会
」

実
現
に
向
け
、
全
て
の
参
加
者
と
心
を
一
つ
に
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
新
た
な
決
意
を
分
か
ち
合
え
る
場

と
し
て
、
空
知
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議
会
、

オ
ー
ル
空
知
の
総
力
を
挙
げ
、
心
を
込
め
て
準
備
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
岩
見
沢
市
は
道
央
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
広

い
北
海
道
で
す
の
で
、
長
旅
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
よ
り
良
い
研
修
と
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
大
会
に
な
る
よ
う
空
知
ブ
ロ
ッ

ク
の
関
係
者
が
一

体
と
な
り
皆
様
を

お
迎
え
致
し
ま

す
。
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
頂
き
ま

す
よ
う
、
心
か
ら

お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。



手をつなぐ育成会げっぽう１月号3

今
後
の
予
定

１
月
９
日
㈯　

第
66
回
全
道
大
会
岩
見
沢
大
会

　
　
　
　
　
　

第
３
回
実
行
委
員
会

※�

そ
の
障
が
い
を
克
服
し
、
現
在
立
派
に
自
立
更
生

し
、
他
の
障
が
い
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方
。

　
自
立
更
生
者

　
菅
原
　
一
樹
　
様
（
札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　
竹
原
　
利
男
　
様
（
伊
達
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　
苫
　
　
千
絵
　
様
（
伊
達
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　
藤
原
奈
津
子
　
様
（
伊
達
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　
大
澤
　
昌
子
　
様
（
伊
達
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

※�

永
年
に
わ
た
り
障
が
い
者
の
更
生
援
護
に
尽
力

し
、そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

　
自
立
更
生
援
護
者

　
村
井
　
信
夫
　
様
（
北
見
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

※�

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
の
向
上
、
雇
用
等
に
顕
著

な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体
。

【
感
謝
状
】

　
森
本
　
千
尋
　
様
（�

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
　

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
）

※�

本
来
で
あ
れ
ば
、
第
65
回
全
道
大

会
北
見
大
会
に
お
い
て
授
与
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
第
３
回
理

事
会
に
て
お
渡
し
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
書
面

決
議
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
各
育

成
会
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
努
力
、貢
献
に
表
彰
状
と
感
謝
状
！

祝
！
令
和
２
年
度 

会
長
表
彰

新 年私の抱負審議会委員の一人として
積極的発言に努めたい

にあたって、事業所が本人の特性を把握、理解してもらいたい」と発言しました。他
の委員からも多くの発言があり、大変勉強になっています。
　委員として私は、これからも障がいを抱える本人の立場と、思いを積極的に発言し
て、一つでも私達の思いを実現できたらと思っています。また、このたびの審議会委
員の任命を契機に、これからの活動に繋げていきたいです。
　最後に「新北海道スタイル」をとりながら、コロナウイルスに負けずに頑張りまし
ょう。

旭川手をつなぐ育成会副会長　　　　　
青年部ひばりサークル会長　菅原　広美

　私は障がいを抱えており、まさか私が、北海道障がい者施策推進
審議会委員に任命されるとは思いませんでした。
　任命後、初の第３回審議会（昨年10月28日開催）では、「支援

※�　道では、障害者基本法に基づき
「北海道障がい者施策推進審議会」
を設置し、「第６期北海道障がい
福祉計画」（令和３～５年度）に
ついて調査、審議を進めています。
　�　審議内容は障害福祉サービスや
障害児通所支援等の提供体制の確
保、障害のある人の就労支援に関
する施策の実施等です。委員は関
係行政機関の職員、学識経験者、
障がい当事者等で、任期は、２年
間です。

※�　菅原さん（38歳）は旭川にて出生、特殊（特別支援）学級
で学び、美深高等養護学校木工科を卒業。その後、食品会社
やクリーニング会社での勤務を経て、現在、（株）ベルシス
テム24（コールセンター）に勤務（清掃業務）されています。
　�　平成20年から現在まで、旭川手をつなぐ育成会本人会「ひ
ばりサークル」の会長として、会員からの意見を汲み入れな
がら運営に力を注ぎ、多くの方々から慕われ、信頼され活動
されています。
　�　24年には旭川育成会の理事に選任され、本年度からは副会
長をお務めです。
　�　審議会では、旭川育成会の松原事務局長が「支援者」とし
て同席します。

【
表
彰
状
】



森の家感謝祭（野菜の販売）

認定ＮＰＯ法人 森の家
〒086-1011　標津郡中標津町東11条南7丁目21番地
電話＆FAX（0153）72-5242
E-mail：forest1@snow.plala.or.jp

★就労継続支援Ｂ型事業所

★主な作業

☆定員…20名

☆木工・手芸製作販売
☆燻炭製造販売
☆墓清掃等施設外就労
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